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A Study on the View Preservation System of Kameyama City Landscape Planning 
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あけぼの台児童公園眺望景観重点、地区/i混合・パノラマ型(仰観)J

るζとにより、標高制限地区内では、標高高さの制限により関三山への良好な眺望を保全すると
保全地区内では、形態 ・意匠や色彩等の制限により関三山を核とした広く視野に入る自然景観との調和を図るととができる。中長保全地区内では、色彩の制限に

より関三山、田園の背景を含む広域な眺望景観の形成に支障となるものを規制するととができ、全体として、視対象である関三山、田園への開かれた眺望、周囲
の自然景観と調和した景観を保全することができる。

また、今回設定した眺望景観保全地区の範囲は、あくまで基本的な案を示しただけであり、必要に応じて、近景保全地区と中景保全地区の境界付近に存在する

富士ハイツ団地及び泉ケ丘団地を含むよう近景保全地区を拡大するととも考えられる。

なお、今後提案した眺望景観保全制度を制度化していく上で、視点場の整備が必要となる。市内外の人に眺望景観を啓発するために、視点場の位置に視対象で
ある関三山や田園、視点、場であるあけぼの台児童公園を説明するプレー トや案内板等を設置するととが望ましいと考えられる。視点場付近には関三山への眺望を

阻害する要因(樹木、電柱)が存在しているため、より良い景観を眺望できるようにするため、阻害する要因を除外するととが必要であると考えられる。
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ることにより、近景保全地区内では、高さや色彩等の制限により坂本棚田、鈴鹿山脈への良好な眺望が保全され、
た眺望及び周囲の自然景観と調和した景観を保全することができる。

、今回設定した眺望景観保全地区の範囲の大半が景観形成推進地区の範囲と重なり、眺望景観保全地区の設定により、新たに追加となる範囲はわずかで、あつ
め、との範囲については地元住民との話し合いにより新たな範囲として追加しないととも考えられる。
お、今後提案した眺望景観保全制度を制度化していく上で、視点場の整備が必要となる。市内外の人に眺望景観を普発するために、視点場の位置に視対象で
板本棚田や鈴鹿山脈、視点場である坂本棚田展望台を説明するプレ トや案内板等を設置することが望ま しいと考えられる。視点場付近には坂本棚田への眺
阻害する要因(樹木)が存在しているため、より良い景観を眺望できるよう、阻害する要因を除外することが必要であると考えられる。また、今後は坂本棚
多く存在する農業用倉庫についても眺望景観保全基準を設けることが望ましい。




